
■SANSHIN大学　2015年度　講座終了報告書　（期間：2015年4月1日～2016年3月31日）
発行：2017年4月9日　SANSHIN大学事務局

2015年度の「SANSHIN大学」の講座・講義は、下記のとおり開講されました。延べ受講者数は「本講座」と「ビジネス英語講座」を合わせ365名になっています。
※略号：SSG（サンシングループ全社）、SSD（サンシン電気（株））

講師又は発表者（敬称略） 受講者数 開講時間(分) 開講日時

ビジネス実務講座
　民法の基礎知識～S株式会社の法務部事件FILE　PART2
　SSDで実際に起きた事案に学ぶ～

　荒井　里佳　氏
　弁護士
　ホライズンパートナーズ法律事務所

32 120  2015年4月8日(水)13:00-15:00

　デジタル電源、LED用電源の制御用コントローラとしてのMDマイコンについて
　深石　雄士　氏
　サンシン電気（株）
　INNOVATION CENTRE, INNOVATION PJT

36 30  2015年7月6日(月)15:30-16:00

　アザーズ品の拡販・商談支援のための電子部品固有の特性や使用上の留意点などにつ
いて

　古屋　裕之　氏
　サンシン電気（株）
　SALES CENTRE, TECHNOLOGY PJT
　エキスパートリーダー

36 50  2015年7月6日(月)16:10-17:00

　ベルニクス社他電源製品拡販・商談のためのラインナップ製品とその仕様や特性、商
談上の留意点について

　工藤　一彦　氏
　サンシン電気（株）
　INNOVATION CENTRE, INNOVATION PJT
　エキスパートリーダー、九州事務所所長

22 90  2015年9月4日(金)15:30-17:00

特別講座 　Analysisy and State of SSG for FY2016 　石井　宏宗　氏
　サンシングループ代表

56 60  2016年2月10日(水)16:00-17:00

ビジネス実務講座 　独占禁止法について
　等々力　正信　氏
　サンケン電気(株)
　管理本部経営企画室法務グループ

32 60  2016年2月23日(火)16:30-17:30

コミュニケーションス
キルアップ講座

　ビジネス英語・習活プログラム（全24回連続コース）
　Mr.Gregory Jarvie
 　Jarvie English School代表

151 60/回
 2015年4月2日～2016年3月27日
 15:15-16:15（24回）

定期検診 　エゴグラム検査の各自受検

　石井　美帆　氏
　株式会社シグマフードサービス
　取締役社長

 2016年2月1日～9日の間に受検

365

SSG技術発表会

講座名／講義、発表テーマ

受講者数計　
　※ビジネス英語の受講者数は24回の延べ人数
　※エゴグラム検査は含まず
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■各講座・講義の開講概要（２０１５年度ＳＡＮＳＨＩＮ大学）

ビジネス実務講座
　民法の基礎知識～S株式会社の法務部事件FILE　PART2
　SSDで実際に起きた事案に学ぶ～

　デジタル電源、LED用電源の制御用コントローラとしてのMDマイコンについて

　アザーズ品の拡販・商談支援のための電子部品固有の特性や使用上の留意点などにつ
いて

　ベルニクス社他電源製品拡販・商談のためのラインナップ製品とその仕様や特性、商
談上の留意点について

特別講座 　Analysisy and State of SSG for FY2016

ビジネス実務講座 　独占禁止法について

コミュニケーションス
キルアップ講座

　ビジネス英語・習活プログラム（全24回連続コース）

　ＳＳＤの提携先であるサンケン電気（株）法務部門から講師を招き、営業活動で問題となり得る「独占禁止法」につい
て、その概要、各論並びに海外の独占禁止法について分かり易く解説いただきました。実際の事案についての質問などを
通して、営業活動上のリスクについての理解を深める機会となりました。講座の後の懇親会でも積極的な意見交換が行わ
れました。

　４年前から継続的に開講している「ビジネス英会話講座（１コース１２回）は、既に５年目に突入し、自己紹介や日本
各地の名所の説明などの日常会話からビジネスシーンで使える会社紹介などの英会話の習得を目指し、回を増すごとに受
講者のレベルは緩やかに上がってきています。今年度は、講師が初めて関西営業所を訪れ、Skypeで東京本社に繋ぎ、大
阪発信で開講もしました。

SSG技術発表会

●ＳＡＮＳＨＩＮ大学での教育研修とは別に、ＳＳＤ各センター（営業・設計開発・品質保証・購買・管理・財務など各部門）ごとに、業務に必要な知見・知識の強化やスキルアップを、ＯＪＴ／ＯＦＦＪＴにより継続的に実施しています。
●Ｓｋｙｐｅでの講座配信により、遠隔地での受講も可能となり、より多くの受講生が受講できるようになりました。
●ＳＳＤのサーバー上に、「ＳＡＮＳＨＩＮ大学・年度別ライブラリー」が設けられ、全ての講義・講座の発表資料やレジュメ等が格納されており、ＳＳＧ各社の社員であれば誰でも閲覧し学習することが出来るようになっています。

　２０１４年度開講の「Ｓ株式会社の法務部事件FILE PART１」に続くシリーズもの完結編として、今回はＳＳＤで実際
に起きた事案を例に挙げ、当時の対応策や今後同様の事案が発生した場合の対処方法、事案が発生しないためのリスク
ヘッジ等についてご講義頂きました。実際の事案に基づく内容のため、参加者の危機意識も高まり大変有意義な講義とな
りました。

　若手技術者が講師となり、ＭＤマイコンについての特徴、デジタル電源の有用性、現在検討中のＬＥＤ照明電源等につ
いて、発表がなされました。提携先のサンケン電気（株）の取り組みについての紹介もあり、開発中の機種についても解
説がなされました。

　技術部門のエキスパートによるアザーズ品の拡販・商談支援のための電子部品固有の特性や採用上の留意点について、
電源設計者としての視点や経験、知見から説明がなされました。具体的な当社開発電源の参入事例を交え、アザーズ品の
拡販についての提案について、営業部門と積極的な意見交換も行われました。

　イノベーションセンターのエキスパートによるＳＳＧ取扱製品の最新動向勉強会が開催されました。新規取扱製品の
個々の特徴やカテゴリごとの製品特徴について説明がなされ、当社が取り扱う電源製品数が増えたことを共有しました。
また、ＳＳＤのＨＰ改訂についての説明もなされ、各製品についての最新の情報が掲載されていることを共有し、営業活
動への展開についての意見交換も行われました。

　今年も「ＳＳＧ経営事業報告会」及び「懇親会」が２０１６年２月１０日に開催され、ＳＳＧ各社の役員を含むスタッ
フが参加し、その様子は、香港、セブ、関西、九州、千葉、東京の各拠点へ配信されました。経営事業報告会では、ＳＳ
Ｇ代表の石井宏宗氏により、固定収益会計を用いたＳＳＧ各社の経営分析結果および今後の戦略が説明され、全社で共有
しました。また、1年間で活躍した社員の表彰と今年度新たに加わったスタッフ（東京、九州、セブ）の紹介も行われま
した。懇親会には、英語講師や三新香港の現地メンバー、ＳＳＤ九州事務所の外国人メンバーも参加し、英語の課外レッ
スンも行われました。

講座名／講義、発表テーマ 概要
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